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 ２月の本年度最後の授業参観、学級懇談会へ御来校
いただきまして、ありがとうございました。  

 子どもたちは、自信をもって発表できるよう精一杯
練習に励み、本番へ臨んでおりました。いかがだった
でしょうか。私は、この１年間でさらに成長している
子どもたちの姿を観ることができ、とても嬉しく思っ
ております。  

 早いもので、とうとう３月に入りました。本日３月
２日の登校が終わりましたので、３学期に学校へ登校
する日数は、１年生～４年生の子どもたちがあと１４日、５年生があと１５日、
６年生があと１１日となりました。  

 １７日（火）に挙行する第１２６回卒業証書授与式の練習も始まっております。
子どもたちは学年のまとめを行って、卒業式の日、そして、２４日（火）の修了
式の日を迎えます。残り少なくなった本年度の学校生活を、最後まで元気に過ご
してほしいと願っております。  
 

★ありがとうございました  

 毎月、図書ボランティアの皆様は、図書室で活動する時間を設定され、子ども
たちのために、素敵な掲示物を作成してく
ださいます。２月２５日（水）には、３月
の掲示物を作成してくださいました。  

 このボランティア活動は、この３月をも
ちまして終了されるとのことです。毎月、
心温まる贈り物をありがとうございまし
た。  

 

★一つでも多くの思い出を  

 ２月２７日（金）２校時、学校のリーダーとして、この洗切小学校をしっかり
と支えてくれた６年生とのお別れ集会を行いました。会の中では、各学年の子ど
もたちより、寸劇、歌、合奏、体操、６年生へのメッセージなどが披露されまし
た。６年生からも各学年へメッセージが届けられました。  

 その後、６年生の子どもたちより、次
のリーダーとなる５年生の子どもたち
へリーダーのバトンが引き継がれまし
た。バトンを引き継ぐ５年生の子どもた
ちの表情がさらに引き締まるとともに、
とても温かな時間となりました。  

 ６年生の子どもたちにとって、あと１
２日間という限りある小学校生活の中
で、一つでも多くの思い出をつくってほ
しいと願っております。  
 

★弥生  

 ３月は、和風月名では「弥生（やよい）」です。  

 「やよい」という言葉は、童謡「さくら」の２番の歌詞「♪さくら  さくら  
やよいの空は  見わたす限り  かすみか雲か  匂いぞ出ずる  いざや  いざや  見に
ゆかん♪」にも出てきます。３月になると暖かくなり始め、春の訪れに草木が芽
吹き出すことから、「木草(きくさ)弥(い)や生(お)い茂る月(＝草木がいよいよ

生い茂る月)」が短くなって「弥生」となったと言われています。  

 この時期は春の始まりで、梅の花や桜の花が咲き、草木が芽吹く季節
です。子どもたちの、この１年間の集大成が花開き、新しい学年へ向か
う準備がしっかりと進んでいきますように。  


